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 私は、大学が法人化された 2004 年 4 月に技術室採用となり、約 4 ヶ月の宇治勤務を経て、
鹿児島県・桜島に赴任した。その後 2 年間、火山活動研究センター（桜島火山観測所）で










 火山活動研究センターは昭和 35 年に発足し、
昭和 37 年には桜島中腹にあるハルタ山観測室
(図 1)が完成、そして、昭和 53 年に現在の本館
が完成した(写真 1)。職員構成は、教授 1，助教
授 1，助手 4，技術職員 2，COE 研究員 2，学生








写真 1 火山活動研究センター本館 
図 2 広域(桜島島外)観測点 
 
  図 1 中域(桜島島内)観測点  
3．日常業務 
日常業務としては、本館テレメータ室内の各装置の保守・点検や記録紙の交換、データ









測には、地下の構造を解析するための人工地震観測(写真 5、6)や、年 1 回の頻度で繰り返
し実施される GPS 観測(写真 7、8)および水準測量(写真 9、10)がある。GPS 観測と水準測
量は、いずれも地盤変動観測にあたるが、GPS 観測では高さの精度が cm オーダーである
ため、水準測量により火山周辺の地盤変動を 1mm 単位で精密に調べる。 
 人工地震については技術室報告第 6 号『口永良部島火山の構造探査』、水準測量について
は技術室報告第 7 号『第 1 等水準測量』に、それぞれまとめたので参考にして頂きたい。 
   
    図 3 雨量観測点の位置          写真 4 雨量計記録紙 
   
写真 2 煤書記録      写真 3 ペンレコーダ 
    
写真 5 データロガー設置            写真 6 ダイナマイトの装填 
 
   
写真 7 GPS 機材の設定     写真 8 GPS 機材設置後 
 
         


















   
写真 11 ソーラーパネル架台製作      写真 12 台風直後の観測点見回り 
